





















































































































d’ ）  
がそれである。
曹洞教団に対する幕府政策もやはり上の目的かち行われ、法的
強制により推進されるのである。そこでまず第一に考察しなければならないのは教団組織の中核となるべき本山 確定であ 。現在曹洞宗における本山は永平寺と総持 の二筒寺から成
つ
ている
























































扱いと比較するならば、如何なる理由で宗内の大部分 末寺を有する総持寺を永平寺よりも低い格式のもとに置 ねばならなかったかを考察しなければ ない。主とし 政治的背景を考えると元和元年七月総持法度発布 直後、八月廿日に加賀藩主前田利光は「諸款山総持寺法度」を発 、さらに元和四年（一六一八）十月には「当寺錠」で寺領三二六石 斗を定め、「桐堂米」、「当寺物米銭等之事」等により種々の保護・規制 設けている。すなわち総持寺の外護者になっているのである。ここに総持 は宗内大部分の末寺を承握することにより宗内第一の組織力 る本寺に
｝＼ 
/'>. 




























































































































































































訳 二 東 照
神君之鈎命一成ご天下

























































差 図 － 事 」「三筒寺致二月番一当番之方にて寄会仕、」「三筒寺在寺之時は総泉寺、青松寺、泉岳寺に諸事申置 」
曹洞教団の近世的発展（渡辺）










し、次いで延宝九年（一六八一 一四七箇 からなる録所の制度を確立きせる であ
u
その設置条件は主として諸大名の菩提



















































































































































より別触達仕国録に準申候」の取扱を い 。かかる状態においては当然本末の異論が発生することにな 延享度の本末確定までの問、争論の絶聞がなかった
。
すなわち寛永九年ご六三

















































































































































































































































































（叩）「吹塵録」下巻（海舟全集四巻三一一頁）（初）「日本仏教史」近世之一ニ、 四 頁、（幻）万松山可睡斎起立井開山中興之由来略記（曹洞宗全書 寺
誌三九八頁）
（幻）龍穏寺古来記（ 総持寺史」七六九頁）（幻）饗林寺由緒書（
総持寺史
」七
六
九 ）
（M
）総持寺緊要記録（「
総
持寺史」七六七頁）
（お）「本光国師日記」第十七、 大日本仏教全書九二
O
頁 ）
（お）「日本洞上聯燈録」（曹洞宗全書、史伝上、五
O
一 頁 ）
（幻）安国雑志序（
曹洞宗全
書
、寺誌四三八頁）
（お）「本光
国
師日記」第十、（大日本仏教全書四九二頁）
（
mU
）「本光
国
師日記」第十九（
大日本
仏教
全書一
、00
0
頁 ）
（初）「本光国師日記」第二十
大
日
本
仏教
全書
一 、
O
三三頁）
（訂）「日本洞上聯燈録」
曹洞宗全書
、史伝上、四八
O
頁 ）
（位）武州川越金地院崇伝に対し元和五年九月十七日「弥停止鹿
苑蔭涼之僧録官職令兼補子当院詑」と臨済宗の僧 に任じ
九四
たのと対応するものである。（本光国師日記第二十六）
（お）「宗教制度調査資料十六」，（「洞門政要」二八頁）（鈍）「曹洞諸国録所記」（「洞門政要「九人頁）（ お ）
「 延
享度曹洞宗寺院本末牒
」 一
頁 、
（初）「日本仏教史」近世之三、三頁（幻）寛保元年寺社裁許問答（「洞門政要」＝二入頁）（鉛）「政談」巻四 日本経済叢書
E
五一六頁）
（鈎）「総持寺史 四六一頁（刊）大州大泉補陀寺統伝記（曹洞全書史伝上六四三頁）（臼）明治十三年普達第三号 「洞門政要」三二
O
頁 ）
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